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｢単位小数のいくつ分｣で考えるよさに

気づく指導方法の工夫

第4学年 ｢小数のかけ算｣の指導を通 して

森金 永二

岡山市立大野小学校
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｢単位少数のいくつ分｣で考えるよさは.未習の (′｣､数)× (軽数)の計算を

既習の (整数)× (並数)に帰着 して考えられるところにある.この ｢単位小数

のいくつ分｣という考え方は,計井の仕方を考える上で非常に重要な算数の基本

的な考え方として児童に捉えさせたいo

新学習指導要領では,罪数科の目標に ｢数量や図形についての算数的活動を通

して｣と明示 している｡新たに r算数的活動｣を取 り入れ,児童が目的意緒を持

って手や身休を使った主体的な活動をしていくこと重視 しているものと考えるo

そこで,第4学年 ｢小数のかけ算｣の計昇の仕方を考える場面において,算数

的活動を取 り入れ, ｢単位小数のいくつ分｣で考えるよさを児童に実感できるよ
うな指導方法を工夫する｡

1.研究のねらい

岡山大学算数 ･数学教育学会が平成 9年

度に実施 した ｢算数学力診断調査｣によれ

ば, 4年生の 2 8×34の筆算の達成率

は57%という結果であった｡これは極め

て低い達成率であると言える｡この原因は

計算の仕方の指導において,アルゴリズム

に従って計算 し小数点をおろすという形式

的な技能の習得にな りがちになって しま

い,｢単位小数のいくつ分｣ とい う考え方
が高まっていないか らだと考える｡ ｢単位

小数のいくつ分｣という考え方を高めるた

めには,そのよさを実感 しなければならな

い｡

そこで本研究では,第4学年 ｢小数のか

け算｣の導入時を取 り上げ.児喪が ｢単位

小数のいくつ分｣で考えるよさに気づくに

は,どのような算数的活動が有効であるの

か授業実践を通 して明 らかに していきた

い｡

2一研究の内容

(1)教材観

(整数)× (整数)の計算の意味や計算

の仕方,及び筆算処理による求答方法につ

いて,被乗数が整数の場合は,これまでに

十分な経験を積んでいる｡一方,小数の概

念についても1/ 100の位まで拡張 し,

小数の加減計算が整数の場合 と同じ原理,

手順でできることを理解 している｡本単元

では,このような児童の学習経験をもとに,

小数の演算適用の場を乗法に広げている｡

(2)児童の実態

平成 9年度に実施 した算数診断調査によ

れば,小数のひき算 ･かけ算については,
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次に示す実態であった｡

(小数)- (小数)の繁昇

3.2-0.37 ...達成率 66%

(小数)× (2位数)の範罪

3 2- 0 37の筆欝では,001のいく

つ分と考えて320-37に帰着 して計詐

できる｡ 2 8×34の弔算も olのいくつ

分と考えて28×37に帰着 して計算でき

る｡ しかし,小数のひき算もかけ界も達成

率は低い｡形式的に小数点を付ければよい

とい う技能の習得ではなく,｢単位小数の
いくつ分｣で考えるよさの指導を徹底 して

いかなければならない｡

(3)指導方法の工夫

ア.｢詐数的活動｣の工夫

03×4などの計算では答えを o_12と誤

ることが多い｡これは ｢二四 12｣で機械

的に小数点を付けて 012と答えて しま う

からである｡そこで,ブロックを活用 し操

作的な芽数的活動を取り入れ,自力解決の

段階で児童がブロック1つを 0】と見るよ

う工夫し,作業的 ･休験的に rOlが単位
で,三四 12｣rOlが 12個で 1 2｣な
どの計算の仕組みを捉えさせたい｡

ィ.｢単位小数のいくつ分｣で考えるよ
さに気づく工夫

肇昇の仕方を考える段階で形式的な技能

の習得にならないようにするために,第 1

次第 1時の導入部でしっかりと児品に ｢単

位小数のいくつ分｣で考えるよさを強調 し

ておく｡単位小数の簡潔性や一般性に気づ

きやすいように,まず,0.2×4.03×4

を取り上げ,20×4や 200×4の計許の

仕方と似ているところや違 うところを比べ

ながら関係付けて話 し合わせるようにす

l

る｡そ して,02×4も 03 ×4も2×4,

3×4に帰着できることに気づかせるよう

に し,｢単位小数のいくつ分｣とい う考え
方のよさを実感させたい｡

3.授業の実際

(1)qiう亡名 小数のかけ算 (第4学年)

《5年生に移行統合》

(2) 目 標

○小数のしくみや計算のきまりを用いて,

小数の乗法 (小数)× (整数)の計昇

の方法を進んで考えたり,身に付けよう
とする｡

○整数の場面や計算の方法,小数のしく

み,計算のきまりなどをもとに,｢単
位小数のいくつ分｣で考えるよさや小

数の乗法の意味や計算の方法を考えるこ

とができる｡

○小数の乗法の計夢ができる｡

○小数の乗法の意味や計算の仕方が分か

る｡

(3)指導引画と本時の位揮づけ

第 1次 小数のかけ算の意味理解と,(小

数)× (整数)の筆算 (4時間)

第 1時 (小数)× (整数)の意味を理

解 し,簡単な小数の計算の仕方

を考える ･･･《本時》

窮2時 (i/ 10の位までの小数)×

(整数)の筆算の仕方を考える

第 3時 (1/ 100の位までの小数)

× (整数)の筆算の仕方を考

える

第4時 (小数)× (2位数)の筆算の

仕方を考える

第 2次 (整数)× (小数)の筆算

(4時間)

第3次 (小数)× (小数)の筆算

(3時間)
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(4)授業展開の実際と児童の反応

本時の目標

ブロックを使 う活動を通 して,02×

4や 0.3×4の計算の仕方を考える中

で,01のいくつ分とい う考えのよさ

に気づく｡

◎課題を見出させるための工夫

条件不足の問題を提示 し,2且,

0 2且, 0 3且の 場合を取 り上げ,
既習内容と未習内容に分けたところ Iヽ
で,｢(小数)× (整数)の計算の仕 lヽ
方を考えていこう｡｣とい う単元の t＼
課題を設定する｡ t
し ._′_._′_′_._

･次の間題を提示 し,ロの中にはどんな敬

が入るか問いかけた｡

1本口 且のジュースが4本ありま

すD全部で何 且になるでしょうD

C lです｡

C 1.5が入 ります｡

C 2且の場合もありますo

C 0.3もいいと思います｡

C O 2ぐらいのジュースもあるよ｡

･以上のように2,0.2.0,3の場合を

取り上げて立式させ,既習内容と未習内容

に分けたところで単元の課題を設定 した｡

また,本時は未習の0,2×4,0 3X4

の計算の仕方を考えていくことを確落 し

た｡

(小数)× (整数)の計算の仕方を

考えよう｡

① 0 2×4の計算の仕方

.

超

フ
｡
i

｢

､_､_､_
､_
､_

◎ 自力解決を支援する工夫1
ブロックの1つを 0.1と考えて,

i操作しながら計算の仕方を考えさせ lヽ ヽ
lるようにするD lヽ ヽ
I-,-,-I-,-,-,-,-,-,-,-,-,-,-,I

･0 2×4の場合,ブロックを 1つ 0.1

と考えるとジュース 1本分のブロックはい

くつかと問いかけた｡

C 2個です｡

C ジュース 1本が0. 2且だから1本分

はブロック2個です｡

･では,ジュース4本分ではいくつになる

かと問いかけ自力解決に移った｡

児童の反応例 1

(ア)0.1が全部で8個あるから

0.8且

し｣に･rゴロjELlni
LttJEh.:tJ
(イ)0】が2×4で8個あるから

三 重
②0.2×4の計算の仕方

◎ 自力解決を支援する工夫 2

0.2×4ができた児童から03×4

の計算の仕方を考えさせ るようにす

る｡考えの進まない児童には,ブロ

ック1つ分が何 リットルか,ブロッ

クは全部で何個あるかと助言する｡一.
I

｢
､_
､_､_
､_
､_
､_
､_

l
､t､~
＼~､~
､
~＼~＼l
r
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児童の反応例2

(ウ)olが全部で 12個あるから

12色

ETJ=｣｢JLJLJこ三三｣
FJ｢仁1.ニ虹』
(ェ)0.1が3×4で12個あるから

三 三

l ◎話し合いの工夫
~′~′｢ヽ
l

まず,02×4の場合から取り上げ,i
それぞれの考えのよさを見つけ出させ i
るようにする｡つぎに03×4の場合 l＼
を取り上げどちらの考えがよりよいか l＼
話し合わせるようにするQ｢単位小数 !
のいくつ分｣で考えるよさに気づかせ !

るために,既習の20×4や 200× !

-∵ ㍉ ∴ 言 I-:I-:'=-.:
ようにする. t.

① 02×4の計算の仕方の話し合い

･0.2×4の考え方でそれぞれよいところ

はどこですかと問いかけ話 し合いに移っ

た｡

C (ア)の方は8個あるのが一目で分か

りやすいです｡

C (イ)も一目で分かるよc

c (イ)はかけ算九九を使っている｡

② 0.3×4の計算の仕方の話し合い

･0.3×4の場合はどうかと問いかけ,0.2

×4の計算の仕方と比べながら話し合わせ

た｡

C (ウ)は数が多くなって少し分かりにくで
すQ

c (ェ)は (イ)と同じかけ算九九を使っ
ている｡

③小数のかけ算を20×4や 200×4の
計算の仕方と統合する話し合い

･ブロックの置き方や既習の20 ×4や 2

00×4の計算方法を想起させ 02×4や

0.3×4と関係づけることから ｢単位小数

のいくつ分｣で考えるよさの話 し合いに移

った｡

C (ア)や (ウ)の方はブロックの数が
多くなって分かりにくいです｡(イ)

や (ェ)の方は数が多くてもかけ算九

九で計算できます｡

C (イ)や (エ)は 10や 100のたば
で考えたや り方と似ています｡20×

4は 10が2×4個あって,200 ×
4は 100が2×4個あります｡

C Olが 2×4個あって同じ考えです｡

C 10, 100,0.1がちが うだけで2

×4のところは同 じです｡

･以上のような意見が出たところで ｢(小

敬)× (整数)の計算も 0.1のいくつ分と

考えてかけ算九九で求めればよい｣と板書

しまとめとした｡

4.研究のまとめ

第 4学年 ｢小数のかけ算｣の実践を通し

て,｢単位小数のいくつ分｣で考えるよさ
に気づく指導方法を考えてきたが,｢算数
的活動の工夫｣｢単位ノ｣､数のいくつ分で考
えるよさに気づく工夫｣の2点について振

り返ることにする｡

Or算数的活動の工夫｣について
本単元導入の従来の指導では数直線を使

って計算の仕方を考えていた｡数直線は視

覚的にも児童にとって分かりやすいもので
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あるが,本実践ではブロックを使用 したo

児童が手を使ってブロックを操作すること

によって,かけ算九九がブロックの並び方

によって視覚的により見やす くなり,手を

動かすことによって作業的に児童の思考に

働きかけていたように思われる｡ 自力解決

の段階でほとんどの児童が自分の考えを持

つことができた｡ 自分の考えを持つことが

できた児童はより積極的に話 し合い活動が

できるのではないかと考えるo
O｢単位小数のいくつ分で考えるよさに気
づく工夫｣について

既習の 20×4や 200×4の計算方法

を想起させ,似ているところやちがうとこ

ろなどを 02×4や 03×4と関係付けて

話 し合わせたことは.｢単位小数のいくつ

分｣で考えればかけ算九九が使えるとい う

ことに気づきやすくなったと思われるD

また,単元の導入段階で ｢単位小数のい

くつ分｣で考えるよさを強調 して指導して

きたが,筆算の計算方法を考えるときでも

形式的に小数点をおろすということだけで

なく,小数点をなぜおろすかということに

まで意識 して考えていたように思われる｡
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